









Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja

































経済には， η 人の経済主体と J種類の財が存在し，それぞれ i=l.…，nと j=l，…，1で区別さ






{tt:=.R+' I LJ;=l't;=l}および初期賦存量仙の下で，選好=云三iqにこ関する最大元である需要 Z沿i=(白x釘ねz江1， 
，川z抗ij，.い.….日'， X川x抗釘i心f
(r叫 io叩na冶凶必lり〉需要」と呼ふぶぶ>、。それゆえ予算制約対応 φi. ム→Xiを
φi(P)={XEX(P) ITx豆Pωi}
とすれば，観念的需要 x〆:ム→Xiは，







(Si1，…， Sij，…，sil))ER+'xR_'を主観的に予想するとしよう。なお，以下では，Y=(Y1• "'， Yj， …， Y1) 
を iGNPギャ γプ」と呼ぶ。 GNPギャップに基づいて数量制約をいかに予想するかに関l..-，






仮定2: i(主観的〉数量制約Jbij: R→R+および Sリ:R→Rー は連続関数であり，次の性質を満
たす。ある正数ε>0と正数Kく∞が存在して，Yj>εならば，bij(・〉孟0かつ bij'くOであり，























市場に表明される全経済主体の取引 (Xl 曲1，…，X1 向〉から，系統抽出法により m(<n)個の標

















Yi=E= (YI1'1，…，1'k)=SYlJi (YI1¥，…，1'k) (dY) 
と表わしうる。ところで，標本値が異なれば調査機関の標本分布も変化するから，統計量も異って
くる。また，得られる統計量が異なれば，経済主体の推定値も当然変化する。それゆえ Yiは，




(i)任意の hについて IJfkは連続関数であり，11 (Rうは tightである。
(i) 任意の iについて的 (YI…〉は各Ykに関して連続であり，lJi (・ IY1.'・"Yk)の族は tightで・
ある。
経済主体は，推定した GNPギャップの平均値を基にして数量制約を予想し，その制約下で需要
を決定し市場に表明する。価格硬直性を前提とする Dreze(1975)， Benassy (1975)らに従えば，
経済主体は価格変化を全く考慮することなく需要を決定しうる。しかし，価格の伸縮性を前提とす
れば， GNPギャップに応じて価格は変化しょうから，経済主体は価格変化をも考慮しつつ需要を













(i) C，は t，xi-bj(・)，および Xi-S，(・〉に関して連続である。
(日) C， (p， xi-bi (長(Xl，…，Xi，…，Xn)，Xi-S， (Yi (Xl，…，Xi，…，Xn)) (X'ー ω，)はめに関して凸であ
る。
日 S，(・〉三三X，三玉b;(・〉ならば， c， (p， xi-bi (・)，あー あ〈・ ))=tである。
(i司 c，は x，-b，(・〉および Xi-S，(・〉の増加関数である。
(v) b;(・〉くXiならば C，(P，xi-bi(・)，X，-Si(・))(Xiー ω，)>t(X，ω，)であり，Si(・)>めならば
Ci(P， Xi-b;(・)， Xi-Si(・))(Xi一的〉くρ(X;一山，)である。





の全経済主体の需要を X(，)=(Xl，…，Xi-l， Xi+l，…，Xn) EIP削 Xj と示せば，Yi (Xl，…，Xπ〉は Yi(X(i)，X;)
と表わせ，推測関数はc， (p， Yi(X(i)， Xi)， Xi)と表わされる。従って，推測された価格に基づく予算
制約対応である「推測予算制約対応」 φ;:ムxIl片iXj→Xiは，
φf (P，X(i))={xEX;ICi (p， Yi (X(i)，X)X) (X ω;)壬Q}
と定義される。そして推測予算制約対応上で選択された需要を「推測需要Jxfとよべば，推測需要
l主，











E=くXi，話i，ωi，C，(・，・，・)， νi(・)， くれく・)， ¥"k(・)))
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として表わされる。


























(i) Y.は，相互に独立で，同ーの J 次元正規分布 N(M，r)に従う。ここで MER'は未知の
平均値ベクトルであり， rは既知の (1x 1)行の precision行列で・ある。
倒的は， δよ I三 (1，….1)'E三R'を平均値ベクトノレとする正規分布，すなわち N(o;I，ゆである。











証明:仮定5および Degroot(Theorem 1，9.9，1970)より，yk収集後の Yiは，
Y;=(σ;+kr)-l(bふI+kry)
である。ここで Y=l/kLJ1=lYk。ゆえに命題の仮定より，任意の iおよび任意の jについて，
t-A I Y;jI亘毛「τァ =ε
Ujj-了 ~I j 
を得る。それゆえ仮定2より，任意の iに対して，Si(Y;)=-Kおよび b;(主)=Kが成立する。従
ってKの定義より，任意の i および任意の XiEXi について S;~玉X;三三b; となるから，仮定 4 ， Gil 
より，任意の iについて， C，(P， y;，・)=tが成立する。それゆえ各経済主体の推測予算制約は，任
意、の X(Oおよび任意の ρについて，
φ! (p，X(i))=φ;(p) 






























補題 1:Xが非空，コンパクト，凸であり，かつ w?>min C;(po， Yμ~i)' X;)， X;) Xならば，
仮定2，3，および4の下で， φ;は (pO，X?i) ， w~) で連続である。
証明:仮定3，(i)の下で， Prohorovの定理より m(R')は相対コンパクトである。すると科，れ
の連続性より，(x;)"が (X;)。に収束するならば， μ;がμ;に弱収束する分布列 (μけが存在する。
ゆえに Portmanteauの定理より，(x;)に関して Y.は連続である3)0Ykの連続性と仮定3，(ii)よ
り，同様の理由で，Yiも(Xi)に関して連続である。すると仮定2および仮定4，(i)より
C;(P， xi-bi( Yi(X(i)，Xi))， ぁ-Si(Y(X(i)， Xi)) 
は， (P，X(i)，Xi)に関して連続となる。それゆえ φ;のグラフ
{(p，X(i)， 叩i，Xi)Eムxm訂 XjxRxXICi(p，Yi (X(i)，XふXi)Xi三W;}
は，ムxmキiXjXRXXにおいて閉じている。従って，Xiはコンパクトであるから， φ;は(p，X(i).
Xi)に関して上半連続。
次に φ;が， (PO，X?i)'WO)で下半連続であることを示す。なお本節の以下では，便宜上， Ci(P， y， 
(X(i)，XふXi)を Ci(P，X(i)， Xi)と略述する。
(pn ， X~) ， 叩~)→〈ρO， X~i)' 叩7)，かつ X?Eφf (pO， x?，巾却~)であるような点列 {(pn， X~) ， 吋)}Eム xflj剖
XjxRを考えよう。 x7→x?で，かつ任意の 1について，x7 E~f (pn， X(i)' ω~) であることを示せば，
所望の結論を得るo X?Eφ~ (pO， x~.巾 WO) より
C;(pO， X~i)' x~) x? ~三w?




a) Ci (pO， X~i)' X~) x?くω?。この場合，ある整数n'より大きな任意の nについて，Ci(pn， X(i). X~) 
x~ くw; 。ゆえに仮定 4. i)より φjは凸であるから，次の点列 {x?}を定めうる。
1三三?どならば，x~ は φ; (pn. x(i)' w~) の任意の点。
n>n'ならば，ェ;=x7。
{x?}は所望の性質を満たしている。
b) Ci (pO， x~i)， x7) x? =ω?。命題の仮定および φ.の凸性より.c. (p~， x~.巾 x~) x;くω?な X;EX
が存在する。ゆえに，ある整数 1どより大きな 1について
C. (pn， x(i)' xD x;くwt
であり，かっc.の連続性より
C i(pn. x(i). xDx;くC.(pn，x(i)・x7)x;。
そこで，x; と x; を結ぶ直線が， φ~ (pn， X{i)t w7)の境界と交わる点 Y"を考えよう。 φ;の凸性とc.
の連続性より，任意の n>n'について Y"は一意でありx9に収束する。ゆえに次のような点ダ止
か;'}を定めよう。
n三三がならば，x;z V土φ;(ρη， Z21， ω~) の任意の点。
11>がかつ y"E(x;， x?Jならば，x7=yn 0 
11>ダかつ y"Ei':(x;， x?Jならば，x;=x?。
ここで (x~ ，xDは x;とがを結ぶ線分を示す。
点列 {x;'}は所望の性質を満たしている。
従って.a)およびb)より， φ，(工 (pO， X~i). w?)で下半連続であり，前半の結論と合わせて補題を
得る。















2J;X?~~，的より，経済主体 1 が x? を消費する(叫が， E で達成可能ならば E でも達成可能。ゆ
えに，任意の iについて X1EX，0 
他方，選好の連続性および凸性から， Debreu (1959，4. 6.， (1) より，選好;:$， ~ど表わす，連続で
擬国な効用関数 Uiが存在する。それゆえ経済主体 iは，価格 tEL1と他の経済主体の需要 X(i)E
flj年'Xjを所与として，推測予算対応o:(p ， X (i)) 上で効用関数 tんを極大化する推測需要 x~ を決
定する。ここで X1E三X，より，任意の Pについてo:(P. X(i))ヲ斗であり，また仮定4.i)より凸で
ある。さらに仮定 1 より x1~ 俄であるから，任意の (P.X(i)) について





経済主体に関する以上の事柄より，Eは Debreu(1982， Theorem 3)の条件を満たしており，
均衡点 ((X;勺.p*)が存在する。
次に ((X;*)，p*)はEの推測均衡であることを，確認しよう。
c) 任意の iについて， z;*は集合o;(p*.x(iP上で効用関数 1んを極大化している。すなわち，
φ: (p*， X(わの話g に関する最大元である。ゆえに任意の iについて，
C;(p*， x(0' X:*) (x;*-w，)三至。
であるが，選好の単調性より，
C， CP*.x(0'x;勺 (X;*ー ω，)=00 (1) 
iについて総和をとれば，






ここで，C;j (p*.x1i;.x~*)=o であるような . zおよびj:が存在するとせよ。選好の単調性よりzr
→∞。すると仮定2より，x;j>K=maxbijが成立するから，仮定4. iv)よりー Cij(P*. x1;). xf*)> 
o。これは矛盾。ゆえに任意の iについて， C; (p*， x(;)， x~勺 ~O である。
それゆえ(2)式より，
2JiX~* = 2Jiωi 0 (3) 
従って，(x~*) は E について，それゆえ Eについて達成可能であり，すべてのが*は H の内点と
なる。
d) xアは， ::5;に関する φ; (P*. x(わの最大元ではないとせよ。すると，x~>-jX~* であるよう
な x~εφ: (p*.xゆが，存在することになる。そこで， 0くtく1な実数 tについて.Xi(t)三(l-t)Xア
+ tx;を考えよう。仮定4，i)より，任意の tについて，x，(t)三φ;(p*， x(わであり，選好の凸性
より Xi(t)>-iX;*で、ある。 t→0とすれば.c) より x~ペヱ H の内点であるから . xi(t)Ell。ゆえに，Xi 






であるとしよう。すると，仮定4，めより.iについては，Ci (P*. X(~.xア)>P* が成立する。ゆえ
に Ci(p*，X1ふり*)(X~*一的)>P*(xアー叫)0(1)式より，これは O>P*(XJ*一ωi)となるから，
P*X;*くfωiO (4) 
他方，仮定4，ii)より i以外の jについては.Cj (P*.x(jj.xj*)=P*。ゆえに(1)式より i以外
のjについて
Cj (p*.x{J'j.x?) (x;キ一山J)=O=ρ*(xj*ー 臼j)o (5) 
ところで(3)式より
P*2JiX;* = P*2Jiω" 
P*(xf*+… +x~主+X~!l+…十x~*) + P*x;* = P* (ω1十・・・+ωi+l十…ωn)+ρ*ω"
であるから. (5)式より P*X;*=ρ*U)j を得る。これは(4)式と矛盾。ゆえに，i についても 51豆x~*壬
b1。
x~* 三三伊豆町の場合にも，同様の結果を示しうるから，均衡点においては，任意の i について，
s7三xf*豆b1。それゆえ，仮定4，ii)より，任意の iについて，
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'Ci (p*， xli)， x;ネ)=p*。
従って， C)， d)， e)の結果より，(p*， (x1*))は Eの推測均衡である。
f) p*チF であれば，2JiX;'(P*)手2Ji叫。ゆえに2JiT*X;" (P*)手2JiP*W;0 他方 Ci(p*，X(i}，X;*) 
=ρ*であるから，2JiP*X~* = 2JiP*砂 '0ゆえに 2Jiρ*(xf(p*)-:<*)チ0。従って， Ci (p*， X(i)， x;*) = 
ρ*}>Oより，X;"(p*)手匂;*な iが存在するから，(P*パX;*))は非ワルラシアン均衡である。
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